
２０１６年  １２月  ４日 ≪ 誕 生 祝 福 式 ≫ 

 主 日 礼 拝  

①８時半～    ②１０時半～   ③夜７時～ 

 司  会  ①石井師   ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②松岡 清枝姉  ③石井師 

賛  美  讃美歌９４番 ＆「Above All」 

ヤベツの祈り 

聖  書  ①マタイによる福音書２章１～１２節 

②マルコによる福音１５章２１～３２節 

特別賛美  讃美歌１２１番「まぶねの中に」聖歌隊有志 

メッセージ ①｢イエスキリストを求める旅｣J･グドール先生 

      ②「十字架にかかられた神の子」石井 潤牧師 

献  金  聖歌４５３番      [献金当番：永井姉・千鶴子姉] 

祝  祷             

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「生ける限り」                   
礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 

《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、西田先生のご指導による聖歌隊の練習があります。 

２．今週の祈り会は、①木曜は午前 10 時半～,②夜７時半～，メッセージは、 

大川従道牧師(大和祈祷会映像)。③土曜夜８時～，準備祈祷会（石井牧師）。 

３．来週の日曜礼拝では聖餐式を行います。昼食後は、執事会を行います。 

                         │   
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１２/４～/１１〕 

date 本日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
ダニエル 
３・４章 

５・ 
６章 

７・ 
８章 

９・ 
１０章 

１１・ 
１２章 

ホセア 
１－４章 

５－ 
８章 

９－ 
１１章 

新約 
１ヨハネ 
３章 

４章 ５章 ２ヨハネ 
１章 

３ヨハネ 
１章 

ユダ 
１章 

黙示録 
１章 

２章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

12/22(木):大手家庭集会 23(金･祝):イブ２ナイト映画会「復活」(夜 7 時) 

25(日):クリスマス礼拝＆祝会 



 
 
 
 
 
 
 
｢イエスにむかって立っていた百卒長は、このようにして息をひきとられたのを

見て言った、「まことに、この人は神の子であった」。｣マルコ福音書15章39節        
 

イエス様の十字架に向って立っていた百人隊長は、十字架にかかった者たちの死を確認

するために立って見つめ続けていました。 

何人も罪人たちの死を見てきましたが、イエス様の死に様は他の人とは比べ物にならない

ほどのものであったのでしょう。その告白を持ってマルコはイエス様が「神の子」であることを証

ししました。マルコ福音書1章1節には、「神の子イエス・キリストの福音のはじめ」とこの福音

書をスタートしています。どうして、「神の子」が十字架につけられなければならなかったのでし

ょうか？そこに福音の何たるかが示されているように思います。 

また、「神の子」がつけられる十字架を背負った人物がいました。しかし、それは強制され

てのできごとでした。誰一人、進んで十字架を背負おうとする人はいません。 

また、群衆に押し切られて、イエス様を不当な裁判で十字架刑に処してしまったピラトの

存在は腹立たしいものを感じます。お隣の韓国では群衆のデモに屈せざるを得ない、力の

ない大統領がいるが、昔も今も変わらないのだろうか？群衆の力の前に毅然と立ち続ける

ことができる人間は誰一人いないのかもしれない。イエス様だけが、自分の進む道を真直ぐ

に歩んで行かれました。 

何もわからずに聖書を読んでいるだけだったら、イエス様も人の子で、群衆の力に押し切

られ、時の権力の前に打ちのめされて何もなし得ずにただ無力なまま十字架にかけられた、

としか見えないかもしれない。しかし信仰の目を持って聖書を読むなら、「十字架から降りて

こい。そうしたら信じよう！」というあざけりに対して、そんなことは朝飯前なことであったとしても、

敢えてそれをせずに、十字架でのお苦しみを受けられた主。それは、人類が受けるべき罪の

罰を一身に受けた全能の救い主の力ある姿だったことを知ることができます。 

私たちには強制されて主の十字架を担がされるという恵みの世界があります。また、主を

むち打ち、殴り、唾を吐き、十字架にはりつけにする私たちを赦し受け入れる愛の宣言を聞

き、「まことにこのお方は神の子であった」と宣言しなければならない使命があります。 

私たちが罪の真ん中、弱さの真ん中にあるときに、主は私たちを愛するがゆえに十字架に

つき、赦しを宣言し、救いを成就してくださったのです。 

十字架という苦しく悲しい試練を経験し、その死を真正面から見つめることを通して、イエ

ス様の救いと赦しの素晴らしさを見ることになるでしょう。神様はあなたをあまりにも愛してお

られるので、最愛の息子の命をもくださったのです。その豊かな神様の愛をいただきましょう！ 

「十字架にかかられた神の子」 
～主の十字架を味わう～ 


